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　本研究は，児童期ダウン症児の知的機能の発達，個人
内プロフィールの類型化とその変化の特徴を明らかにす
ることを目的とし，18名の田中ビネー知能検査Ⅴの結
果を用いて縦断的研究を行った。その結果，児童期ダ
ウン症児の知的機能は，緩やかに発達することが分かっ
た。また「知覚運動」は相対的に良好な成績を示す知的
カテゴリーであり，「文章理解・類推」「数概念」は相対
的に低い成績を示す知的カテゴリーであると示唆され
た。第2・5学年の個人内プロフィールを類型化すると，
知的カテゴリーの通過率の高低により2つずつのクラス
ターが抽出された。多くの先行研究で，「記憶」に関し
てダウン症児は相対的に低い成績であるとされている。
しかし，対象児によっては異なる様相を表すことが示唆
された。個人内プロフィールの変化について，学年上昇
による変化は認められなかった。今後の課題として，精
神年齢を考慮して対象者数を増やすこと，幼児期や青年
期以降も含め知的機能や個人内プロフィールを検討する
ことが必要である。
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